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調査の目的
　1年生は、生活環境や学習のスタイルが高校まで

とは大きく変化することで、学業面や生活面で、何か

と悩みを抱えたりトラブルにまきこまれたりしやす

い時期です。そこで、1年生がどのような学生生活を

送り、かつ、どのような悩みや不安を抱えているかな

ど把握することを目的に調査を行いました。

　今後、関係者・関係部署の協力を得ながら必要な対

策を講じていきます。

調査の方法
　各学部において、1年生のほぼ全員が履修してい

る科目を通じて、アンケート用紙を配布し、その場で

回収しました。アンケート用紙の配布と回収は当該

科目の担当教員が行いました。

アンケート用紙の内容

アンケート用紙の配布、回収状況
　1,950枚を配布し、1,584枚を回収しました（回収

率は81.2％）。

　なお、本報告書では無回答は除いて集計作業を行っ

ているため、各項目における有効回答数は必ずしも一

致しないことに注意願います。

分　析
　単純集計のほか、以下のクロス集計作業を行いま

した（P4～P25を参照）。

　（１）回答者の所属の部別（1部・2部）

　（２）所属の学部別

　（３）所属の部別（1部・2部）×学部別

　本報告書では、単純集計と部別の結果を中心に執筆

しました。

調査の概要

●基本情報

●高校から入学前後までのこと

　入学時のこと、第一志望状況など

　高校3年次の成績や学習状況

●入学後のこと（正課）

　大学で身につけたい力

　大学での成績や学習状況

　大学の授業を受けての感想や授業に対する考え

●正課外・課外活動

　部活・サークル

　アルバイト

●卒業後の進路

●学生生活での悩み・不安や要望など

　奨学金の利用状況

　大学生活での悩み・不安と相談相手

　大学施設・設備に対する要望と、学生生活に

　対する満足度



2Cotents
調査の概要      ................................................................................................................................................................. 1

調査の結果 （単純集計、部別クロス集計）

Q1：あなたの性別について教えてください。 ................................................................................................................ 4

Q2：あなたの所属（部）について教えてください。 ...................................................................................................... 4

Q3：あなたの所属（部×学部）について教えてください。 ........................................................................................... 4

Q4：本学のどの入学試験で合格手続きを行いましたか？ .............................................................................................. 5

Q5：現在所属している学部は、第一志望でしたか？ ..................................................................................................... 5

Q6：本学への入学理由はどのようなものでしたか？ ..................................................................................................... 5

Q7：高校時代の最終成績結果（評定平均）はどうでしたか？ ........................................................................................ 6

Q8：高校 3年次の 1週間の平均学習時間（予習・復習）はどれくらいでしたか？ ......................................................... 6

Q9：大学でどのような力を身につけたいと考えていますか？ ....................................................................................... 7

Q10：現在まで（2014 年前期）の成績（GPA）はどのあたりですか？ ......................................................................... 8

Q11：授業について理解していますか？ ...................................................................................................................... 8

Q12：1科目あたりの 1週間の平均学習時間（予習・復習）はどれくらいですか？ ........................................................ 8

Q13：大学の授業を受けての感想や授業に対するあなたの考えはどのようなものですか？（複数回答可） ......................... 8

Q14：このアンケートを実施している科目にはどの程度出席していますか？ .................................................................. 9

Q15：このアンケートを実施している科目には満足していますか？ ............................................................................... 9

Q16：部活・サークル等の課外活動団体に所属していますか？ ..................................................................................... 10

Q17：普段の 1週間当たりの平均活動時間はどのくらいですか？（長期休暇時を除く） ...................................................  10

Q18：現在アルバイトをしていますか？  ...................................................................................................................... 11

Q19：そのアルバイトの 1週間の平均勤務時間はどれくらいですか？（長期休暇時を除く）........................................... 11

Q20：そのアルバイトの勤務は深夜時間帯（22時～ 5時）ですか？ ............................................................................. 11

Q21：アルバイトによって学業に支障は出ていますか？  ............................................................................................... 11

　　　　［勤務時間数、深夜時間帯勤務×学業への支障］.............................................................................................. 12

Q22：大学卒業後の進路は決まっていますか？  ........................................................................................................... 13

Q23：どのような職種を希望していますか？ ................................................................................................................ 13

Q24：日本学生支援機構から奨学金を借りていますか？  .............................................................................................. 14

Q25：奨学金の種類はどのようなものですか？ ............................................................................................................. 14

　　　　［種類×金額］................................................................................................................................................ 14

　　　　［第一種と第二種の合計金額］......................................................................................................................... 15

基
本
情
報

高
校
か
ら
入
学
前
後

ま
で
の
こ
と

入
学
後
の
こ
と

正
課
外
・
課
外
活
動

卒
業
後
の

進
路
に

つ
い
て

学
生
生
活
で
の
悩
み
・

不
安
や
要
望
な
ど



3

Q26：奨学金の主な使途はどのようなものですか？（複数回答可）  ............................................................................................ 15

Q27：学生生活上の悩みや不安はありますか？（複数回答可）   .................................................................................................. 16

Q28：悩みや不安を相談する相手はいますか？ ........................................................................................................................ 16

　　　　［相談相手の有無×学生生活上の悩みや不安］............................................................................................................. 17

Q29：悩みや不安を誰に相談したいですか？（複数回答可）................................................................................................... 17

Q30：大学内で最も充実・改善を望む施設・設備はどのようなものですか？（3つ以内で回答） ................................................... 18

Q31：総合的に北海学園大学での学生生活に満足していますか？ .............................................................................................. 18

調査の結果 （クロス集計）

A：学習時間とGPAの関係は？ ............................................................................................................................................... 19

B：学習時間と授業理解度の関係は？  ...................................................................................................................................... 19

C：学習時間と、授業に対する感想や考えとの関係は？  ............................................................................................................ 19

D：高校 3年次の勉強時間と、現在の学習時間の関係は？  ........................................................................................................ 20

E：試験の種類と第一志望状況の関係は？ ................................................................................................................................ 20

F：試験の種類と本学への入学理由の関係は？ ......................................................................................................................... 20

G：試験の種類と高校 3年時の勉強時間は？ ............................................................................................................................ 21

H：勤務時間数と時間帯の関係は？ .......................................................................................................................................... 22

 I  ：アルバイト（勤務時間数）とGPAの関係は？ ..................................................................................................................... 22

 J ：アルバイト（勤務時間数）と学習時間の関係は？ ................................................................................................................ 22

K：アルバイト（勤務時間数）と、授業に対する感想や考えとの関係は？ ................................................................................. 23

 L：アルバイトと、「学費等経済問題」の悩みの関係は？ ........................................................................................................... 23

M：アルバイト（勤務時間数）×GPAと「学費等経済問題」の悩みの関係は？ ........................................................................... 24

N：奨学金利用状況（種類・金額）と「学費等経済問題」の悩みの関係は？  ............................................................................. 25

バックデータ　 　　　　　　　　　　　 ........................................................................................................................ 巻末

学
生
生
活
で
の
悩
み
・
不
安
や
要
望
な
ど

学
習
時
間
と
、

成
績
等
と
の

関
係

高
校
時
代
の
学
習
状
況

と
、
現
在
の
学
習
状
況

と
の
関
係
な
ど

ア
ル
バ
イ
ト
と
、
学
習
時
間
や
成
績

と
の
関
係
（
１
部
の
み
）

奨
学
金
の
利
用
状
況

と
経
済
問
題
の
訴
え



4

1

3
2

経済学部 1部 11.4％

経済学部 2部 13.3％

経営学部 1部 11.7％

経営学部 2部 11.2％

調査の結果 （単純集計、部別クロス集計）
基本情報

あなたの性別について
教えてください。

あなたの所属（部×学部）に
ついて教えてください。

あなたの所属（部）に
ついて教えてください。

男性 70.6％女性 29.4％

n＝1577

1部 78.2％

工　学　部 9.9％

人文学部 2部 8.7％

人文学部 1部 7.1％

法　学　部 2部 16.8％

法　学　部 1部 9.9％

2部 21.8％

n＝1584

n＝1584

Q1：回答者の約7割が「男性」です。
Q2：所属の部は、8割弱が「1部」です。
Q3：学部ごとの回答者は、「経済学部」23.7％、「経営学部」23.1％、「法学部」22.9％、「人文学部」14.8％、「工学部」15.5％です。
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高校から入学前後までのこと

本学のどの入学試験で
合格手続きを行いましたか？

全体 n=1580

1部 n=1236

2部 n=344

入学時のこと、第一志望状況など

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 120

■一般入試　　■センター入試　　　■公募推薦　
■指定校推薦　■併設校推薦（北海）　■併設校推薦（学札）　
■その他

■全体 n＝1581　
■１部 n＝1236　
■２部 n＝345

注：「その他」の内訳は、課題小論文特別入試、社会人特別入試等。

現在所属している学部は、
第一志望でしたか？

本学への入学理由は
どのようなものでしたか？

全体 n=1582

1部 n=1238

2部 n=344

学びたい学部・学科がある

交通の便が良い

就職に有利

地域でブランド力がある

先生・家族に勧められた

不本意入学

偏差値

施設・設備が充実している

キャンパスの雰囲気が良い

校風が良い

その他

■本学も現在所属している学部も、第一志望だった
■本学は第一志望だったが、所属している学部は第一志望ではなかった
■本学は第一志望ではなかったが、所属している学部は第一志望だった
■そもそも本学も所属している学部も、第一志望ではなかった

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 120

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％

Q4：第一に、学生がどの試験で入学しているかをみると、「一般入試」
が約半数を、「センター入試」が2割を、それぞれ占めています。
　部別にみると、2部では「一般入試」が6割を占め、「センター入試」は
6.1％に低下します。
Q5：第二に、大学側としては、本学（学部）は第一志望の大学だったのか、
あるいは、不本意入学はどの位みられるのかが気になるところです。
　まず、本学の志望状況を尋ねたところ、「本学も現在所属している学
部も、第一志望だった」者が半数を占めていました。
　一方で、「そもそも本学も所属している学部も、第一志望ではなかっ
た」が14.9％に及びました。「本学は第一志望ではなかったが、所属し

ている学部は第一志望だった」もあわせると（つまり、本学は第一志望
ではなかった、という回答の合計は）、約45％に達します。
　なお、部別にみると、2部では「本学も現在所属している学部も、第
一志望だった」者が6割弱にまで増加しています。
Q6：第三に、上の問いに関連して、本学への入学理由を尋ねたところ、
最多は「学びたい学部・学科がある」（48.4％）で、「交通の便が良い」
（37.2％）、「就職に有利」（29.5）がその後に続きます。
　なお、本学の第一志望状況を上でみましたが、ここで「不本意入学」
に回答している者は12.3％にまで低下しているのは救いです。

49.6 20.0 9.4 12.8
4.4

2.3

1.5

46.6 23.9 7.1 15.1
4.7

2.2

0.4

60.5 6.1 17.4 4.7
3.2

2.6

5.5

49.2 5.8 30.2 14.9

47.0 4.3 33.6 15.1

57.0 11.3 17.7 14.0

48.4

37.2　　　　　

29.5　　　　　　　　　

16.6　　　　　　　　　　　　　　　　　

16.0　　　　　　　　　　　　　　　　

12.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

11.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5.8 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

9.0  　　　　　　　　　　　　　　　　　　

48.9

38.2　　　　　

29.0　　　　　　　　　

17.1　　　　　　　　　　　　　　　　　

15.1　　　　　　　　　　　　　　　　

13.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5.7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.4  　　　　　　　　　　　　　　　　　　

46.7

33.6　　　　　

31.3　　　　　　　　　

14.8　　　　　　　　　　　　　　　　　

19.1　　　　　　　　　　　　　　　　

8.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14.5  　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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高校時代の最終成績結果
（評定平均）はどうでしたか？

■ほとんどしていない　■30分程度　■1時間　■2時間
■3時間　■4時間　■5時間以上　■わからない

高校3年次の1週間の平均学習時間
（予習・復習）はどれくらいでしたか？

全体 n=1579

1部 n=1234

2部 n=345

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 120

■3.0未満 ■3.0～3.4 ■3.5～3.9 ■4.0～4.4
■4.5～4.9 ■5.0 ■わからない

全体 n=1582

1部 n=1238

2部 n=344

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％ 120

高校3年次の成績や学習状況

　入学前にさかのぼって、高校時代の成績や学習状況をみてみましょう。
Q7：まず、高校時代の最終成績結果（評定平均）はどうでしょうか。
　「わからない」が全体の1割程度を占めているのはさておき、「3.5～
3.9」と「4.0～4.4」でそれぞれ4分の1を占めています。4.5以上も
16.5％います（但し、評定平均が高いからといって、学習時間が長い、
とは必ずしも言えないようです。この点は後で分析します）。
Q8：次に、高校3年次の1週間の平均学習時間（予習・復習）は、「5時間以
上」が2割を占める一方で、「ほとんどしていない」も同じく2割程度を
占めています。とくに2部では、「ほとんどしていない」が3割超です。
　こうした、高校時代の学習状況は、大学入学後の学習状況にどう影
響している／引き継がれているでしょうか。後で分析してみます。

高校から入学前後までのこと

13.2 12.7 10.4

14.0 12.6 11.3

10.1 13.3

19.8

16.1

32.8

6.5

6.0

8.1 7.0

8.4

8.9

6.4

19.9

22.0

12.5

9.2

9.0

9.9

28.4 26.9
15.6

27.5 28.2
16.6

31.7

3.0

3.1

2.9

15.4

14.3

19.2
22.4

11.9

9.7

9.5

10.5

0.9

0.7

1.5
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大学でどのような
力を身につけたいと
考えていますか？

■全体 n=1577　
■１部 n=1235　
■２部 n=342

0％ 25％ 50％ 75％

大学で身につけたい力

入学後のこと

　大学で身につけたいと1年生が考えているのはどのような力で
しょうか。
　6割前後で最も多くあげられたのが「コミュニケーション能力」と
「専門知識」です。次いで、「レポート・論文作成能力」（47.0％）、「プレ
ゼンテーション能力」（39.9％）があげられています。
　さらに「問題分析・解決能力」「論理的思考能力」「外国語能力」も
20％台の後半（4人に1人以上）が回答しています。

　では、大学での成績や学習活動の状況をみていきましょう。

コミュニケーション能力

専門知識

レポート・論文作成能力

プレゼンテーション能力

問題分析・解決能力

論理的思考能力

外国語能力

コンピューター操作能力

情報判断能力・決断力

文章読解力

時間管理能力

情報処理能力（プログラミング等）

異文化理解力

数理的思考能力

その他

62.0

58.7　　

47.0　　　　　　　

39.9　　　　　　　　　

29.4　　　　　　　　　　　　　　　

27.7　　　　　　　　　　　　　　　

27.6　　　　　　　　　　　　　　　

22.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　

21.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　

16.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13.9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12.7  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

64.7

58.0　　

46.6　　　　　　　

43.0　　　　　　　　　

30.0　　　　　　　　　　　　　　　

27.6　　　　　　　　　　　　　　　

29.2　　　　　　　　　　　　　　　

23.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　

22.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14.3  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

52.3

61.4　　

48.5　　　　　　　

28.9　　　　　　　　　

27.5　　　　　　　　　　　　　　　

28.1　　　　　　　　　　　　　　　

21.9　　　　　　　　　　　　　　　

18.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　

19.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　

20.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

15.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.0  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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0% 20% 40% 60% 80% 100% 120

■1.0未満※　　   ■1.0～1.5未満　■1.5～2.0未満　■2.0～2.5未満
■2.5～3.0未満　■3.0～3.5未満　■3.5以上※　　　■わからない
※両端の結果それぞれは、実際にはより詳細に（0.5刻みで）尋ねている。

■理解している　　　　　　■だいたい理解している　
■理解できないことが多い　■まったく理解できていない

0% 25% 50% 75% 100%

■ほとんどしていない　■30分程度
■1時間　  ■2時間　  ■3時間以上

0% 25% 50% 75% 100%

Q10：第一に、現時点までの（2014年前期の）GPAを尋ねてみました。
　結果は、まず、「わからない」が4割を（2部では6割も）占めました。
1年生だからという事情もあるかもしれませんが、GPAが意識されて
いない＝学習活動に活かされていない状況が示唆されます。
　GPAを把握している学生に限ると、「2.5～3.0未満」「2.0～2.5未
満」にそれぞれ14％前後が分布しています。なお、以下の分析では、
2.0未満と、2.5以上を一つの基準として使っていきます。
Q11：第二に、授業の理解度はどうでしょうか。
　「だいたい理解している」が6割強を占め、「理解している」もあわせ
ると約7割を占めます。一方で、「理解できていないことが多い」「まっ
たく理解できていない」をあわせると3割を占めます（以下では、「理
解できていない計」群として扱います）。

Q12：第三に、1科目について、1週間にどの位の学習（予習・復習）が行
われているでしょうか。
　残念ながら、最多は「ほとんどしていない」で、半数を超えます。1時
間以上を費やしているのは、全体の2割にも満たない状況です。
Q13：最後に、大学の授業を受けての感想や授業に対する考えを尋ね
てみました。結果は、「将来、役立つ」「より深く理解したい」と考えてい
る学生がそれぞれ3割程度、あるいは、「授業がおもしろい」と評価し
ている学生が2割みられます。
　一方で、「試験前だけ勉強すればよい」と考えている学生が4人に1
人の割合でみられます。「そもそも勉強は好きでない」が2割強いるこ
とも、気になります。こうした学習状況について後でもう少し詳しく
分析を行ってみます。

0％ 25％ 50％

大学での成績や学習状況など

入学後のこと

現在まで（2014年前期）の成績（GPA）は
どのあたりですか？

授業について理解していますか？

1科目あたりの1週間の平均学習時間
（予習・復習）はどれくらいですか？

全体 n=1569

1部 n=1227

2部 n=342

13.8 8.3
14.1

12.2
15.2

15.5

3.8
7.3

3.7

3.8 4.1

10.5

7.8

8.8
9.1

6.15.3

2.4

8.9

39.9

34.1

2.3

2.4

60.5

全体 n=1583

1部 n=1238

2部 n=345

8.8

8.1

11.3

62.5

61.5

57.7

3.3

3.2

3.8

26.5

26.3

27.2

全体 n=1574

1部 n=1231

2部 n=343

54.5

57.4

28.7

25.4

2.6

2.3

3.8

0.6

0.7

13.7

53.7 29.6 13.7

13.4

大学の授業を受けての感想や授業に
対するあなたの考えはどのような
ものですか？（複数回答可）

授業がおもしろい

より深く理解したい

将来、役立つ

そもそも勉強は好きではない

試験前だけ勉強すればよい

大学の授業には関心がない
■全体 n=1557
■１部 n=1216
■２部 n=341

21.1　　　　　

31.3　　

32.5

22.5　　　　　

24.3　　　　　

6.8　　　　　　　　　　　　　　　　

19.7　　　　　

31.3　　

31.7

22.0　　　　　

25.8　　　　　

6.7　　　　　　　　　　　　　　　　

25.8　　　　　　　

31.1　　　　

35.5　　

24.3　　　　　　　

19.1　　　　　　　

7.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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14

15

このアンケートを実施
している科目にはどの
程度出席していますか？

■9割以上出席　　  ■7～8割程度出席　
■5～6割程度出席　■それ以下

全体 n=1580

1部 n=1235

2部 n=345

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120

このアンケートを実施
している科目には満足
していますか？

■非常に満足　■まあ満足　■やや不満　■非常に不満

全体 n=1489

1部 n=1171

2部 n=318

0% 20% 40% 60% 80% 100% 120

　ところで、大学では、初年次教育に力
を入れています（このアンケートはそこ
で配布されました）。その出席状況と満
足度を尋ねました。
Q14：前者（出席状況）は、全体の3分の2
が「9割以上出席」と回答しています。とく
に2部での出席状況がより高いです。
Q15：後者の満足度についても、最多は
「まあ満足」（65.1％）ですが、「非常に満
足」（18.7％）とあわせると8割を超えて
おり、それなりの効果をあげているので
はないかと思われます。

初年次教育（講義）への参加状況と評価

入学後のこと

65.0

62.9

72.5

29.6

31.7

22.3

4.7

4.9

4.1

0.7

0.6

1.2

17.5 65.4

18.7 65.1 13.2

13.4

23.0 63.8 12.3

3.1

3.7

0.9
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16

17
部活・サークル等の課外活動団体
に所属していますか？

■3時間未満　　　　　 ■3時間～5時間未満　■5時間～8時間未満
■8時間～10時間未満　■10時間以上

普段の1週間当たりの平均活動時間はどのくらいですか？（長期休暇時を除く）
※課外活動団体に「所属している」と回答した学生

全体 n=1090

1部 n=903

2部 n=187

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■所属している　■所属していない

全体 n=1578

1部 n=1234

2部 n=344

0% 20% 40% 60% 80% 100%

　学業面に続いて、部活・サークル等や
アルバイトについて聞いてみました。
Q16：まず、部活・サークル等の課外活動
団体に所属しているのは、全体の7割を
占めます。時間帯で不利な2部でも、半
数は何らかの団体に所属していると回
答しています。
Q17：1週間当たりの平均活動時間はど
の位でしょうか。「3時間未満」が全体の
半数で最多です。なお、「10時間以上」と
いう長時間群も約1割みられます。

部活・サークル

正課外・課外活動

9.4 4.3 10.951.5 23.9

9.2 4.8 10.652.6 22.8

10.7 2.146.0 28.9 12.3

69.5

73.5

54.9

30.5

26.5

45.1
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18
19

20
21

現在アルバイトを
していますか？

そのアルバイトの
1週間の平均勤務時間
はどれくらいですか？
（長期休暇時を除く）

そのアルバイトの勤務は
深夜時間帯（22時～5時）
ですか？

アルバイトによって学業に
支障は出ていますか？

■出ている　■やや出ている　■出ていない

■していない　■固定的なバイトをしている　■単発的なバイトをしている

全体 n=1167

1部 n=913

2部 n=254

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■勤務時間のほぼ全てが深夜　■勤務時間の一部のみ深夜　■深夜時間ではない

全体 n=1161

1部 n=909

2部 n=252

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■10時間未満　　　　　 ■10時間～15時間未満　■15時間～20時間未満
■20時間～25時間未満　■25時間以上

全体 n=1166

1部 n=911

2部 n=255

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=1576

1部 n=1232

2部 n=344

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルバイトについて

正課外・課外活動

4.5

4.2

5.9

29.9

28.8

33.9

65.6

67.0

60.2

5.7

5.0

8.3

32.0

38.5

8.3

62.4

56.5

83.3

17.6 15.2

18.0 11.0

16.1

20.4

20.4

20.4

21.4

24.0

11.8

25.5

26.6

21.6 30.2

23.9 64.1 12.0

24.0 65.9 10.1

23.5 57.6 18.9

※以下「バイトをしている」と回答した学生が対象
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P!勤務時間数、深夜時間帯勤務×学業への支障

■出ている　■やや出ている　■出ていない

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

　次は、アルバイトです。アルバイトにのめり込んで学業がおろそか
になってしまう学生がときどき見受けられ、大学側としては心配して
いるところです。とくに深夜バイトでは生活のリズムを乱しがちで
す。順にみていきましょう。
Q18：アルバイトの実施状況は、「固定的なバイト」をしているのが全
体の3分の2弱（64.1％）で、「単発的なバイトをしている」とあわせる
と、全体の4分の3に達します。学生にとってアルバイトはいまや日常
的といえるでしょう。
　では、アルバイトをしている学生に限定して、勤務時間や働き方を
みてみます。
Q19：第一に、1週間の平均勤務時間（長期休暇時は除く）は、最多は
「15～20時間未満」（25.5％）で、「10時間未満」「10～15時間未満」が
それぞれ2割です。「25時間以上」という長時間勤務者も、全体で
15.2％、とりわけ2部では3割に及んでいます。

　但し2部では、日中に働きながら夜に大学に通うというスタイルが
定着していますので、単純に時間の長さだけで問題視される必要はな
いかもしれません。
Q20：さて第二に、生活リズムや学業との関係では、深夜時間帯に働く
かどうかという点も気になるところです。結果は、「ほぼ全てが深夜」が
全体の5.7％、「一部のみ深夜」が32.0％で合計4割弱を占めています。
　なお2部では、「深夜時間帯ではない」が8割である一方で、「ほぼ全
てが深夜」が8.3％と1部よりも多いです。
Q21：第三に、アルバイトで学業に支障は出ていないでしょうか。結
果は、「出ている」が4.5％、「やや出ている」が29.9％です。
　ちなみに、勤務時間数が長くなるほど、あるいは、勤務に占める深夜
時間帯の割合が多くなるほど、学業に支障が出ている、と意識されて
いる結果が示されました。（pickup!参照）
　バイトと学業の関係や、長時間バイトの背景は後で検討してみます。

アルバイトについて

正課外・課外活動

2.1　16.9 　　　　　　　　　　　　    80.9

1.6　 22.3　　　　　　　　　　　　　  76.1

2.0 35.8　　　　　　　　　　　　　　62.2

4.4 　37.7 57.8

　 16.4 　　　　　38.4 　　45.2

3.3　　24.1　　　　　　　　　　　　　72.5

 6.5 　　38.4  55.1

 7.6 　　　43.9 　  48.5

10時間未満 n=236

10時間～15時間未満 n=247

15時間～20時間未満 n=296

20時間～25時間未満 n=204

25時間以上 n=177

深夜時間ではない n=721

勤務時間の一部のみ深夜 n=370

勤務時間のほぼ全てが深夜 n=66

勤 

務 

時 

間 
深 
夜 

時 

間 

帯

pickup!
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22

23

大学卒業後の進路は
決まっていますか？

■民間企業を希望　　■公務員を希望　■教員を希望
■大学院進学を希望　■その他

どのような職種を希望していますか？
「明確に目標を持っている」「なんとなく決まっている」と回答した学生に限定

全体 n=920

1部 n=707

2部 n=213

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■明確に目標を持っている　■なんとなくは決まっている
■まだ決めていない

全体 n=1581

1部 n=1237

2部 n=344

0% 20% 40% 60% 80% 100%

Q22：ここで卒業後の進路を尋ねてみました（もちろ
ん、早期に明確な目標を立てるのがよい／立てなけれ
ばならない、というわけでは必ずしもありません）。
　結果は、「明確に目標を持っている」（15.6％）、「な
んとなくは決まっている」（42.9％）で約6割を占め
ました。とくに2部では「明確に目標を持っている」が
23.8％と高いです。
Q23：彼らに限定して、どのような進路を希望してい
るかを尋ねてみました。結果は、「公務員を希望」が5
割弱を占めています。進路のイメージがまだ十分に
かたまってはいない段階の回答ではありますが、そ
れにしても、公務員志望の高さに驚きます。ちなみに
2部で多い「その他」には現時点で社会人である者が
含まれると思われます。

卒業後の進路について

35.4

38.2

26.3

47.0

46.8

47.4

6.5

5.9

8.5

8.4

6.4

15.0

2.7

2.7

2.8

15.6

13.3

23.8

42.9

44.1

38.7

41.4

42.5

37.5
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P!

24

25
日本学生支援機構
から奨学金を借り
ていますか？

※以下「借りている」学生が対象。

奨学金の種類はどのような
ものですか？

種類×金額

■借りている　■借りていない

■第一種　■第二種　■第一種と第二種の併用

全体 n=675

1部 n=513

2部 n=162

0% 20% 40% 60% 80% 100%

全体 n=1484

1部 n=1164

2部 n=320

0% 20% 40% 60% 80% 100%

3万円（第一種のみ） 8.7％

5万4千円（第一種のみ） 18.2％

6万4千円（第一種のみ） 7.3％

3万円（第二種のみ） 6.8％

利用金額不明 8.1％

10万円以上（併用） 6.2％

10万円未満（併用） 2.5％

12万円（第二種のみ） 4.1％

10万円（第二種のみ） 5.3％

8万円（第二種のみ） 10.8％

5万円（第二種のみ） 21.8％

n＝675

奨学金（日本学生支援機構）の利用状況

学生生活での悩み・不安や要望など

pickup!

36.9

36.5

38.3

51.9

52.6

49.4

11.3

10.9

12.3

46.8 53.2

45.5 54.5

51.6 48.4
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P!

26

第一種と第二種の合計金額

奨学金の主な使途は
どのようなものですか？
（複数回答可）

学　費

生活費

貯　金

その他

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■3万円　■5万円　■5万4千円　■6万～6万4千円　
■8万～9万4千円　 ■10万円以上

全体 n=620

1部 n=469

2部 n=151

0% 25% 50% 75% 100%

14.4 17.1

15.8 16.4

9.9

16.9

17.5

15.2

23.7

23.2

25.2

19.8

18.8

23.2

8.1

8.3

7.3 19.2

　大学生の学費負担や奨学金の返済の困難が社会的な問題になって
います。そのことを念頭におき、調査では、日本学生支援機構の奨学金
の利用状況を尋ねてみました。
Q24：まず奨学金を借りている学生が全体の46.8％（2部では
51.6％）、およそ2人に1人の割合です。
　次に奨学金を借りている者に限定して尋ねてみました。
Q25：第一に奨学金の種類は、返済時に利子のかかる「第二種（のみ）」
が半数を占めます（51.9％）。「第一種と第二種の併用」（11.3％）もあ
わせると、第二種の利用が6割強で、利子の不要な「第一種（のみ）」は
36.9％です。

　第二に利用金額はどの位でしょうか。種類と金額をかけあわせたも
のと、合計金額を足し合わせたものを掲載します。（pickup!参照）
　結果は、4割が月額5万円以下ですが、10万円以上を借りていると
いう学生も17.1％に及びます。利用金額と経済的困窮度の関係は、後
で検討してみます。
Q26：なお第三に、主な使途（複数回答可）は、「学費」が8割で最多です
が、「生活費」にも4人に1人（2部では3割）が回答しています。

奨学金（日本学生支援機構）の利用状況

学生生活での悩み・不安や要望など

pickup!

79.8
80.4
77.6

24.5
22.8
29.9

9.7
7.4
17.2

3.5
3.5
3.7

■全体 n=568
■１部 n=434
■２部 n=134
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27

28

学生生活上の悩みや
不安はありますか？
（複数回答可）

悩みや不安を相談する相手
はいますか？

■全体 n=1491　
■１部 n=1170　
■２部 n=321

とくになし

就職・進路

成績

勉強

進級・卒業

学費等経済問題

友人・異性関係

部活・サークル

健康・心の悩み

家族関係

その他

■相談相手はとくに困っていない　
■とくに相談したいとは思わない
■相談相手がおらず困っている

全体 n=1509

1部 n=1181

2部 n=328

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

学生生活上の悩み・不安と相談相手について

学生生活での悩み・不安や要望など

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

61.7

62.0

60.7

34.5

34.5

34.8

3.8

3.6

4.6

25.8　　　　　　　　　　　　　

55.1

39.4　　　　　　　　

34.5　　　　　　　　　　　

19.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　

13.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

24.6　　　　　　　　　　　　　

56.3

40.3　　　　　　　　

34.4　　　　　　　　　　　

18.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

30.2　　　　　　　　　　　　　

50.8

35.8　　　　　　　　

35.2　　　　　　　　　　　

21.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　

11.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

14.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

8.7　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　



17

29
悩みや不安を誰に
相談したいですか？
（複数回答可）

■全体 n=1496　
■１部 n=1172
■２部 n=324

Q27：学生生活上の悩みや不安の有無と、その内容を尋ねてみました
（内容にもよりますが、悩むこと自体が悪いわけではありません）。
　結果は、まず、4人1人は悩み等が「とくになし」と回答していました。
　では残りの学生について、その内容をみると、「就職・進路」が全体の
半数を超えています。「成績」「勉強」もそれぞれ3人に1以上（39.4％、
34.5％）が回答しています。
Q28：悩み等の相談相手の有無を尋ねたところ、「とくに困っていな
い」が61.7%、「とくに相談したいとは思わない」が34.5％で、「相談相

手がおらず困っている」は3.8％でした。
　ちなみに、「相談相手がおらず困っている」学生は、人数こそ多くは
ありませんが、学生生活上の悩み等は高い割合で訴えられています。
（pickup!参照）相談相手のいないこと自体が悩みや不安に影響を与え
ていることも考えられます。
Q29：さて、悩みや不安を誰に相談したいかを尋ねてみました。「とく
になし」が3割で、回答された相手で多いのは、「先輩・友人」（55.3％）、
「親」（40.6％）などでした。

P!相談相手の有無×学生生活上の悩みや不安

■相談相手はとくに困っていない n=919　
■とくに相談したいとは思わない n=510
■相談相手がおらず困っている　 n=57

pickup!

0％ 25％ 50％ 75％

0％ 10％ 20％ 30％ 40％ 50％ 60％

学生生活上の悩み・不安と相談相手について

学生生活での悩み・不安や要望など

とくになし

就職・進路

成績

勉強

進級・卒業

学費等経済問題

友人・異性関係

部活・サークル

健康・心の悩み

家族関係

その他

28.0 　　　　　　　　　　　　　　　　

53.8

36.8

33.0　　

18.5　　　　　　　　　　　　　

11.2　　　　　　　　　　　　　　　

11.3　　　　　　　　　　　　　　　　　

5.7　　　　　　　　　　　　　　　　　

9.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.4  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

23.9 　　　　　　　　　　　　　　　　

56.3

41.4

34.1　　

19.0　　　　　　　　　　　　　

13.1　　　　　　　　　　　　　　　

15.7　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.0　　　　　　　　　　　　　　　　　

10.2　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

5.3 　　　　　　　　　　　　　　　　

68.4

64.9

63.2　　

36.8　　　　　　　　　　　　　

31.6　　　　　　　　　　　　　　　

28.1   　　　　　　　　　　　　　　　　

26.3　　　　　　　　　　　　　　　　　

22.8   　　　　　　　　　　　　　　　　　　

12.3  　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.0 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

とくになし

親

兄弟姉妹

先輩・友人

教職員

学内の相談員

学外の相談員

その他

30.4　　　　　　　　　　　

40.6　　　　　　　　

12.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

55.3

4.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.8 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

4.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

29.0　　　　　　　　　　　

41.4　　　　　　　　

13.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

57.2

4.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.8 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

35.5　　　　　　　　　　　

37.7　　　　　　　　

11.4　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

48.8

4.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

1.9 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

6.8　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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30

31
Q30：大学内で最も充実・改善を望む施設・設備を3つ以内で回答して
もらいました。全体の2割は「とくになし」です。
　充実・改善が求められているのは、まず「学食」「空調設備」でそれぞ
れ4人に1人の割合です。
　その後には、「学内休憩スペース・自由学習コーナー」（18.8％）、「学
内LAN環境」（16.9％）、「教室（机・椅子・視聴覚機器）」（16.3％）などが
続いています。

Q31：最後に、学生生活の総合的な満足度を尋ねてみました。「満足し
ている」（19.2％）と「まあ満足している」（65.0％）をあわせると全体
の8割を超えています。
　大学側としては、「まあ満足している」よりも「満足している」を増や
すことと、「やや不満である」「不満である」を減らすことが課題です。

大学内で最も充実・改善を
望む施設・設備はどのような
ものですか？
（3つ以内で回答）

総合的に北海学園大学での学生
生活に満足していますか？

■全体 n=1488　
■１部 n=1167
■２部 n=321

とくになし

学費

空調設備

学内休憩スペース・自由学習コーナー

学内LAN環境

教室（机・椅子・視聴覚機器）

トイレ

図書館

生協書店・売店

文化棟・体育棟・部室

体育施設

駐輪場

教室用コンピュータ実習室・計算機実習室

実験室・ゼミ室

掲示板

キャリア情報室

その他

不満である 3.1％

やや不満である
12.8％

n＝1498

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35%

大学施設・設備に対する要望と、学生生活に対する満足度

学生生活での悩み・不安や要望など

20.0

26.5

24.1　

18.8　　　　　　　

　16.9　　　　　　　　　

16.3　　　　　　　　　

14.5　　　　　　　　　　

13.1　　　　　　　　　　　　

10.0　　　　　　　　　　　　　

8.9　　　　　　　　　　　　　　　　　

8.6　　　　　　　　　　　　　　

4.1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　  2.8 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　 2.4 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　1.1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

 0.5　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　2.2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

17.7

28.6

26.4　

19.7　　　　　　　

18.3　　　　　　　　　

16.6　　　　　　　　　

15.4　　　　　　　　　　

13.5　　　　　　　　　　　　

9.3　　　　　　　　　　　　　

8.7　　　　　　　　　　　　　　　　　

7.8　　　　　　　　　　　　　　

3.9　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.5 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0.9 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0.6　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.1 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

28.0

18.7

15.9　

15.3　　　　　　　

11.8　　　　　　　　　

15.0　　　　　　　　　

11.2　　　　　　　　　　

11.5　　　　　　　　　　　　

12.5　　　　　　　　　　　　　

9.3　　　　　　　　　　　　　　　　　

11.5　　　　　　　　　　　　　　

5.0　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

3.7 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

0.3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2.2 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

満足している
19.2％

まあ満足している
65.0％
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A
B

C

■1.0未満　　　  ■1.0～1.5未満　■1.5～2.0未満　■2.0～2.5未満
■2.5～3.0未満　■3.0～3.5未満　■3.5以上　　　  ■わからない

0% 25% 50% 75% 100%

■理解している ■だいたい理解している
■理解できないことが多い ■まったく理解できていない

0% 25% 50% 75% 100%

A：学習時間と、学業成績や授業理解度などとの関係を検討してみま
した。但し、学習時間はそもそも全体として短い傾向にありました。そ
こで、ここでは、「ほとんどしていない」群、「30分程度」群、「1時間以上」
群の三つに分けて検討しました。
　結果は、まずGPAとの関係は、学習時間の長い群ほどGPAの高い層
が多く、またGPAが「わからない」という層も減っています。
B：授業理解度も、 「1時間以上」群では「理解している」が他の群より

も多くなっています。逆に「ほとんどしていない」群では、「理解できな
いことが多い」と「まったく理解できていない」をあわせると4割弱に
達します。
C：授業に対する感想や考えも、学習時間の長い層ほど、肯定的な考え
が多くなります（勉強をするからそうなるのか、そういう考えだから
勉強をするのかの因果関係はここではわかりません）。

　以下では幾つかの結果の関連を検討してみます。
　但し、深い掘り下げができるような調査票の設計にはなっておりま
せんので、おおよその傾向をつかむという程度で参考にしてください。

授業がおもしろい

より深く理解したい

将来、役立つ

そもそも勉強は好きではない

試験前だけ勉強すればよい

大学の授業には関心がない

■ほとんどしていない n=844　■30分程度 n=446　■1時間以上 n=262

調査の結果 （クロス集計）
学習時間と、成績等との関係

0% 25% 50% 75%

学習時間とGPAの関係は？

学習時間と授業理解度の関係は？

ほとんどしていない n=852

30分程度 n=445

1時間以上 n=263

4.3

3.4

2.3

8.2

7.4

4.2

1.4

3.4

4.2

13.0

14.1

14.4

16.6

12.6

15.2

10.6

5.4

13.3

8.1

10.8

12.5

43.2

37.5

33.8

ほとんどしていないn=858

30分程度n=451

1時間以上n=265

53.3

74.3

66.4

7.8

6.9

14.7

18.0

33.7

17.7

5.2

0.9

1.1

学習時間と、授業に対する
感想や考えとの関係は？

25.1 　　　　　　　

39.2

36.1 　　　

20.4  　　　　　　　　

16.1 　　　　　　

2.9　　　　　　　　　　　　　　　　

31.3 　　　　　　　

51.5

42.0 　　　

11.1  　　　　　　　　

8.4 　　　　　　

3.8　　　　　　　　　　　　　　　　

15.9 　　　　　　　

20.7

27.5 　　　

27.4  　　　　　　　　

33.8 　　　　　　

9.8　　　　　　　　　　　　　　　　
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D
E
F

■ほとんどしていない　■30分程度　■1時間以上

■本学も現在所属している学部も、第一志望だった
■本学は第一志望だったが、所属している学部は第一志望ではなかった
■本学は第一志望ではなかったが、所属している学部は第一志望だった
■そもそも本学も所属している学部も、第一志望ではなかった

■学びたい学部・学科がある ■交通の便が良い ■地域でブランド力がある ■就職に有利　■不本意入学　■先生・家族に勧められた
■偏差値 ■キャンパスの雰囲気が良い ■施設・設備が充実している ■校風が良い　■その他

0% 25% 50% 75% 100%

0％ 25％ 50％ 75％ 100％

0％

25％

50％

75％

一般入試
n=784

センター入試
n=314

公募推薦
n=148

指定校推薦
n=202

併設校推薦（北海）
n=69

併設校推薦（学札）
n=36

高校時代の学習状況と、現在の学習状況との関係など

高校3年次の勉強時間と、
現在の学習時間の関係は？

試験の種類と第一志望状況
の関係は？

ほとんどしていない n=311

30分程度～1時間 n=306

2、3時間 n=361

4時間以上 n=446

一般入試 n=784

センター入試 n=316

公募推薦 n=148

指定校推薦 n=202

併設校推薦（北海） n=69

併設校推薦（学札） n=35

　　　　　　　　　　82.0

46.1

42.1

48.0

36.2

　　　　　　　 91.9

　　　　　　　 92.6

　　　　　73.9

　　　　　　85.7

7.9

3.520.9 43.7 32.0

7.2 13.0 5.8

3.4
2.7
2.0

2.5
2.0
3.0

8.6
2.9
2.9

40.7 15.2

　　　　　　　　　　　　　　12.9

　 38.9

35.5

28.9

　　　　5.1

15.0　

22.4　　

23.1　　

試験の種類と本学への
入学理由の関係は？
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G
■ほとんどしていない　■30分程度　■1時間　■2時間
■3時間　■4時間以上　■わからない

　現在の学習スタイルは、大学入学後というよりは、もっと早くに形
成されるのではないか。そう考え、ここでは、高校3年次の学習時間と
入学後の学習時間の関係を検討してみました。
D：結果は、高校3年次にあまり勉強していなかった学生には、入学後
もあまり勉強せず、（結果として）授業理解度も低い学生が多いという
傾向がみられます。
　ただ、「4時間以上」というかつては長く勉強した学生では、現在も
長い者が多い一方で、「ほとんどしていない」者も少なくありません。
E～G：ここで気になることがあります。受験の種類別にみた高校3年
次の学習状況です。
　つまり、推薦で入学した学生は、評定平均こそ高いし（図表は省略）、
一般入試やセンター入試で入学してきた学生と異なり、本学を第一志
望とする学生が多い（「不本意入学」も少ない）のですが、高校3年次の
学習時間は、「ほとんどしていない」者が少なくないのです。
　考えられるのは、推薦で合格が決まった後は勉強をしなくなる、あ
るいは、推薦で合格するための勉強（作文・小論文）はするけれども、そ
れ以外にはあまり力を入れない、ということなどでしょうか。
　いずれにせよ、高校時代からしっかり勉強をする癖を身につけても
らいたいと思います。

0% 25% 50% 75% 100%

高校時代の学習状況と、現在の学習状況との関係など

試験の種類と高校3年時の
勉強時間は？

一般入試 n=784

センター入試 n=314

公募推薦 n=148

指定校推薦 n=203

併設校推薦（北海） n=68

併設校推薦（学札） n=35

   16.1

7.6

　　　33.8

　　　34.0

　　　　41.2

　　25.7

　   4.6

4.1

　　　　　　　 12.8

　　　　　　　 9.9

　　　　　　　　　7.4

　　　　　11.4

　　 10.5

 12.7

　　　　　　　　　　18.9

　　　　　　　　　 19.7

　　　　　　　　　　 17.6

　　　　　　   14.3

　　 13.9

11.5

　　　　　　　　　　　9.5

　　　　　　　　　　  11.3

　　　　　　　　　　　10.3

　　　　　　　　　25.7

　　 11.7

12.4

　　　　　　　　　　6.1

　　　　　　　　　　 8.4

　　　　　　　　　　 4.4

　　　　　　　　　　   8.6

34.4　　　　

42.0  　　　　　

  9.5 　

  5.9　

    17.6

      8.6

8.8　

9.6　

9.5　

10.8　

  1.5

5.7 
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H
I
J

■勤務時間のほぼ全てが深夜  ■勤務時間の一部のみ深夜
■深夜時間ではない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■2.0未満　■2.0～2.5未満　■2.5以上　■わからない

0% 20% 40% 60% 80% 100%

■ほとんどしていない　■30分程度　■1時間以上

0% 20% 40% 60% 80% 100%

アルバイトと、学習時間や成績との関係（1部のみ）

勤務時間数と時間帯の関係は？

アルバイト（勤務時間数）と
GPAの関係は？

アルバイト（勤務時間数）と
学習時間の関係は？

10時間未満 n=186

10～15時間未満 n=217

15～20時間未満 n=240

20～25時間未満 n=162

25時間以上 n=99

3.8

4.6

2.9

4.3

  14.1

25.8

29.5

　40.0

　　　52.5

　　　　　　55.6

70.4　　　　　　

65.9　　　　　

57.1　　　

43.2　　

30.3

バイトせず n=295

10時間未満 n=183

10～15時間未満 n=218

15～20時間未満 n=240

20～25時間未満 n=162

25時間以上 n=98

18.0

20.2

 24.3

  26.3

 24.7

　　34.7

10.5

　 16.9

　　  16.1

　　　18.8

　　　19.1

　　　　　13.3

30.8  　　　

28.4     

28.4  

25.4

25.3 

15.3 

40.7　 

34.4 

31.2

29.6

30.9

36.7　

バイトせず n=296

10時間未満 n=183

10～15時間未満 n=218

15～20時間未満 n=241

20～25時間未満 n=161

25時間以上 n=100

45.9

　53.6

　53.7

　  59.8

  52.2

　　  68.0

34.8

　 30.1

　28.0

　　 25.3

　  32.9

　　　　 22.0

19.3　 

16.4   

18.3　

14.9  

14.9  

10.0
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K

L
0% 10% 20%

■バイトせず n=290 ■10時間未満 n=183 ■10～15時間未満 n=214　
■15～20時間未満 n=238 ■20～25時間未満 n=161 ■25時間以上 n=100

0%

25%

50%

授業がおもしろい より深く理解したい 将来、役立つ そもそも勉強は
好きではない

試験前だけ勉強
すればよい

大学の授業には
関心がない

アルバイト（勤務時間数）と、授業に
対する感想や考えとの関係は？

アルバイトと、学習時間や成績との関係（1部のみ）

アルバイトと、
「学費等経済問題」の
悩みの関係は？

「学費等経済問題」
を訴えた者

バイトせず n=276

10時間未満 n=173

10～15時間未満 n=207

15～20時間未満 n=232

20～25時間未満 n=158

25時間以上 n=95

　 13.0

　  13.3

  12.1

　　　　　17.7

10.8

　　　15.8
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M
バ
イ
ト

せ
ず

10
時
間

未
満

10
〜
15

時
間
未
満

15
〜
20

時
間
未
満

20
〜
25

時
間
未
満

25
時
間

以
上

アルバイトと、学習時間や成績との関係（1部のみ）

0％ 10％ 20％ 30％

　長時間のアルバイトに従事する学生は、学業に関心がないのか。そ
れとも、経済的な困窮によるのか。掘り下げて分析したいところです
が、本調査では難しいのと、そもそも前者を理由とする長時間バイト
もあれば後者を理由とする長時間バイトもあるのが実際ではないか
と（教員の感覚的にも）思いますので、ここでは、そのことを確認する
にとどめます。
　なお、先ほど述べたとおり、1部と2部ではバイトのスタイルが異な
るので、ここでの分析は1部の学生に限定して分析をします。
H：第一に、勤務時間数と勤務時間帯の関係をみると、長時間勤務者に
深夜バイトの割合が高くなっています。
I,J：第二に、バイトの有無及び勤務時間数と、GPAや学習時間との関係
をみると（煩雑になるのでGPAは四区分に整理）、「25時間以上」群で、
「（GPAが） 2.0未満」群や「（学習を）ほとんどしていない」群の多いの
が気になります。
　但し、勤務時間の長さに従って、成績の悪い者や学習時間の少ない
者が多くなる、というわけでは必ずしもないようです。例えば、「15～
20時間未満」「20～25時間未満」でも4人に1人はGPAが2.5以上で
す。「1時間以上」の学習も15％程度みられます。
K：第三に、授業を受けての感想等との関連もみてみました。
　項目によってバラツキや異なる傾向がみられるので一概には言え

ませんが、ここでも、一定の時間数を働いている者の中にも、授業を積
極的に受け止めている（「授業がおもしろい」「より深く理解したい」）
者がいることや、逆に、「そもそも勉強は好きではない」が多くはない
ことを確認できます。
L：ここで第四に、勤務時間数と「学費等経済問題」の訴えの関連をみ
てみました。
　結果は、勤務時間が長くなるほど訴えが多くなる（経済問題を背景
に長時間バイトが行われている）という関連は必ずしもみられません
でした。繰り返すとおり、学生の長時間バイトの背景は必ずしも一つ
ではないでしょうから。
M：但し、勤務時間数にGPAもかけて、「学費等経済問題」の訴えをみて
みると（群あたりのサンプル数はさらに少なくなるので注意）、「20～
25時間未満」「25時間以上」では、GPAが高い層で訴えが高くなって
いました。
　経済的事情とは関係なく長時間働いて成績不良になる者もいれば、
経済的事情を背景に長時間働き、かつ、それでも学業成績を維持して
いる者もいる、ということでしょうか（勤務時間数と、奨学金の利用状
況も検討してみましたが、ここでは省略します）。いずれにせよ、より
掘り下げた分析は今後の課題とします。

アルバイト（勤務時間数）×GPAと
「学費等経済問題」の悩みの関係は？
※GPAが「わからない」と回答した学生は除く

2.0未満 n=49

～2.5未満 n=29

2.5以上 n=84

2.0未満 n=32

～2.5未満 n=29

2.5以上 n=49

2.0未満 n=49

～2.5未満 n=31

2.5以上 n=61

2.0未満 n=61

～2.5未満 n=43

2.5以上 n=57

2.0未満 n=38

～2.5未満 n=30

2.5以上 n=38

2.0未満 n=33

～2.5未満 n=12

2.5以上 n=14
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「学費等経済問題」
を訴えた者
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　奨学金の利用状況と経済的困窮度の関連を検討したいところです
が、ふさわしい調査項目を設定していません。そこで「学費等経済問
題」の訴えとの関連を検討してみました。
　結果は、利用金額が多いほど訴えが多くなっています。
　もっとも、ここでの「学費等経済問題」の訴えが、経済困窮度を示し
ているのか、それとも、高い金額の奨学金を利用していること（返済負
担）への不安を訴えているのかはわかりません。
　とはいえ、学生の経済問題を掘り下げて調べる必要性を示す結果と
はいえそうです。

奨学金の利用状況と経済問題の訴え

奨学金利用状況（種類・金額）と
「学費等経済問題」の悩みの関係は？

3万円 n=59

5万4千円 n=121

6万4千円 n=48

3万円 n=45

5万円 n=143

8万円 n=73

10万円 n=36

12万円 n=28

10万円未満 n=17

10万円以上 n=42

　13.6

　　　18.2

　　　　　25.0

 11.1

　  16.1

　　　　  26.0

　　　  22.2

　　　　　  28.6

 11.8

　　　　　　    31.0

「学費等経済問題」
を訴えた者
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